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【滲出性中耳炎update】 
小児滲出性中耳炎に対する薬物療法

林 達哉
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◆特集・参出性中耳炎update

小児；参出Ｉ性中耳炎に対する薬物療法

林達 哉 ＊

:Abstract謬出性中耳炎の成因および遷延化には複数の因子が複雑に絡み合っているため,単
一の薬物が常に奏効するとは限らない．また，参出性中耳炎症例の中には自然治癒が多く予後良

好な急性中耳炎の治癒過程が含まれる可能性がある．この様な予後良好群を除外するのは難しい

ため，薬物療法の有効性を示すには高い自然治癒率を上回る治療成績が要求される．この疾患に

対する薬物の効果を示すエビデンスが限られているのは以上のような理由による．結果として，

エビデンスに基づいて作成された米国の｢小児彦出性中耳炎診療ガイドライン(2004年版)」には，

推奨できる薬物療法の記載はない．しかし，個々の患者のその時々の状態を適切に評価し，その

病態に則して行う薬物療法はこれからも＋分に価値のある治療であり続けると考えられる．この

場合も，薬物療法の限界を理解し，薬物療法と観血的治療との適切なバランスを常に意識しなが

ら治療に当たることが重要である．
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エビデンスに基づく推奨(evidence-basedrecommendation）

はじめに

惨出'性中耳炎は日常診療においてもっともよく

遭遇する疾患の一つであり，日々の診療において

も薬物療法は重要な位置を占めている．しかし，

2004年米国で発表された「小児惨出'性中耳炎診療

ガイドライン」では，薬物療法の有効性を示すエ

ピデンスは存在しないとされた．その意味すると

ころを考えることを通じて，小児急'性中耳炎に対

する薬物療法を再考したい．

エビデンスからみた

彦出性中耳炎に対する薬物療法

１．謬出性中耳炎の定義と自然治癒

惨出性中耳炎は鼓室内に惨出液が貯留し，しか

も急性炎症所見や急'性炎症症状を呈さない病態と

定義される')．この場合,急'性中耳炎の治癒過程が

多く含まれる可能性があるため，３か月以上貯留

した例を'慢性参出'性中耳炎と定義して治療法の効

果を論じる場合が多い．しかし，発症直後から経

過を観察できた例を除き，詳細な問診を経た症例

であっても，急性中耳炎の治癒過程を完全に除外

することは不可能と考えられる．急性中耳炎では

発症lか月で約2/３，３か月で74～90％の症例で

貯留液が消失する2)．つまり，自然治癒が非常に多

い．このことは，ある時点で参出液が貯留してお

り，彦出性中耳炎と診断し投薬を行った結果惨出

液が消退したのは，急'性中耳炎の自然治癒の過程

を見ていたに過ぎないと言ったことが起こりう

る．薬物療法はこの自然治癒を上回る治療効果が

得られて初めて有効であると判定できる．この

ハードルは決して低いものではない．また，多少

の効果が確認できたとしても，副作用などの有害

事象が無視できないほど大きなものであれば，そ

の薬物を選択することはできない．期待される治

療効果は有害事象を上回る必要がある．
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